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あれあれ鳴なる、鈴すずが鳴なる。

水みずで鳴なる、空そらで鳴なる、雲くもで鳴なる。




あれあれ鳴なる、鈴すずが鳴なる。

路みちで鳴なる、丘おかで鳴なる、森もりで鳴なる。




月夜つきよの晩ばんに、

白しろい馬うまが、

銀しろがねの鈴すずを鳴ならしてきた。




どこから、どこまで鳴ならしてゆく。

西にしから、東ひがしへ、

鳴ならしてゆく。




いつから、いつまで鳴ならしてゆく。

坊ぼうやがおねんねする間あいだ。




りんりん、りんりん、

鳴ならしてゆく。
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